
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３６０１

基盤研究(B)

2013～2011

奄美方言データベース作成のための研究

A study for tagging Amami dialect database

２０１１０１１６研究者番号：

沢木　幹栄（SAWAKI, Motoei）

信州大学・人文学部・教授

研究期間：

２３３２００９５

平成 年 月 日現在２６   ６ ２４

円     7,500,000 、（間接経費） 円     2,250,000

研究成果の概要（和文）：　『徳之島方言2000文辞典』の徳之島文テキスト全部を語に分解し、それぞれにXML言語の
書式で情報付けを行った。すべての語はそれぞれの品詞のグループのなかで番号を与えられている。この語番号と、活
用形の番号と品詞番号が語に与えられた情報である。徳之島方言の構文はこのデータから明らかにすることができる。
　徳之島方言は名詞も助詞も「長い」語形と「短い」語形の両方を持つ。どちらの語形が出現するかは未解明だったが
、このデータを使うことで大きな前進がえられる。このデータから報告書『徳之島方言辞典　基礎データ版』を作成し
、出版することができた。

研究成果の概要（英文）：We broke up the whole text of "Dictionary of 2000 sentences in Tokunoshima Dialect
" into words which are tagged with part of speech information, paradigmatic information and id number.
The tagged data is a great help for elucidating syntax of Tokunoshima dialect.We published our report "Dic
tionary of Tokunoshima dialect - basic data" using the tagged data as source.
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１． 研究開始当初の背景 
 

 研究代表者の沢木は研究分担者の福嶋、中
島、菊池とともに平成 15～17 年度に基盤研
究（Ｂ）「徳之島方言辞典作成のための研究」
（課題番号 15320050）を、平成 18～20 年度
に同「徳之島方言辞典語彙編の作成のための
研究」（課題番号 18320066）を行った。 
 後者の研究の成果として『改訂版 徳之島
二千文辞典』のデータ編 DVD を刊行したが、
この DVD はデータからデータへの相互参照
が可能なハイパーテキストであり、動画や音
声を視聴することができるマルチメディア
タイトルである。 
 ここでは文節による kwic（KeyWord In 
Context）を作り、そのキーワードをさまざ
まな方法で配列した。 
 この DVD では、kwic によって可能と思わ
れることはほぼすべてやりつくした感があ
る。そのうえで、データを作るためのプログ
ラムをすべて公開し、広く一般の人が利用で
きるようにした。 
 琉球方言はある意味では日本の方言のな
かで一番研究が進んでいるが、構文に関して
はほとんど手付かずである。我々の研究はそ
の構文の研究に有力な手助けとなるものだ
った。 
しかしながら、kwic のデータを使うことの

限界を知ったのも事実である。文節の内部に
ある助詞や助動詞は検索することができな
いのである。 
そこで、文を語（付属語も）に分解し、タ

グ付けをしたデータの必要性が痛感された。 
 また、我々3 人（沢木、中島、福嶋）は『奄
美徳之島のことば－分布から歴史へ』（柴田
武ほか編 1977 年）のもとになった調査（東
大調査）に参加しており、このときの徳之島
全島の良質なデータを再利用するメリット
を熟知していた。現代において、過去に収集
した方言資料をデータベース化して公開に
供することが一般化しつつある。 
 
２． 研究の目的 

 
① 本研究は琉球方言の一部である奄美方
言についての精密なタグ付けによる方言コ
ーパスと語彙によるデータベースを構築し、
公開することを第一の目的とする。 
この方言コーパスは今まで日本の方言研

究では存在しないタイプのものであり、助詞
の用法や活用形の意味、文中のアクセントな
ど広汎な分野で新たな知見が期待できるも
のである。 
 
② 第二の目的として、１．で述べた東大調
査の調査票と録音を電子化する。 
 東大調査は約 40 年前に行われており、語
彙の面でも、喉頭化子音が保たれていた発音
の面でも在来の方言が非常によく保存され
ていた。また、徳之島の全集落で調査が行わ

れていたので、語彙のみの調査であったが、
全島の方言状況を知るのに現在では望むべ
くもない良質の資料である。この 40 年の間
に消滅した集落もあり、また、喉頭化子音を
はじめとして共通語化により方言的特徴が
消滅しつつあるからである。 
 
３． 研究の方法 

 
① 「徳之島二千文」（上述の『改訂版 徳
之島二千文辞典』のもとになった資料）の徳
之島方言文を語に分解した。しかるのちにタ
グ付けを行う。この作業を省力化するための
プログラムを作成した。 
 語の切り出しは研究者（沢木）が目視で行
ったが、タグ付けデータを作る過程で正しい
切り出し方を新たに見つけたり、今まで知ら
れていなかった助詞を発見したり、動詞の活
用について新たな知見を得たりした。 
 タグ付けが完成した段階で、データを利用
するためのプログラムを作成した。 
 一方で、浅間方言の相対的な位置を知るた
めに、徳之島の数地点で調査を行い、さらに
30～50 代の壮年層を中心に全島調査を行っ
た。 
② 東大調査の調査票は pdf のファイルとし、
録音は mp3 のデータとした。 
 
４．研究成果 
 
① タグ付けデータは完成している。 
 『徳之島方言二千文辞典』の徳之島文テキ
スト全部を語に分解し、それぞれに XML 言語
の書式で情報付けを行った。すべての語はそ
れぞれの品詞のグループのなかで番号を与
えられている。この語番号と、活用形の番号
と品詞番号が語に与えられた情報である。徳
之島方言の構文はこのデータから明らかに
することができる。 
 異なる動詞の同じ活用形をまとめて表示
することによって、活用形の意味を再検討す
ることもできる。たとえば、今までは活用形
の意味を一つと考えていたが、それを二つに
分けるということも起こり得る。 
 徳之島方言は名詞も助詞も「長い」語形と
「短い」語形の両方を持つ。どちらの語形が
出現するかは未解明だったが、このデータを
使うことで大きな前進がえられる。 
 もちろん、徳之島方言の統語論の研究にも
大きな貢献をなすことと思われる。 
このデータから報告書『徳之島方言辞典 

基礎データ版』を作成し、出版することがで
きた。今後の公開方法は検討中であるが、今
までの国内の方言研究ではタグ付けしたコ
ーパスはなく、その意味で非常に新しい方法
である。国外でも、現在始まりつつあるもの
であって、今後国外の研究者とも連絡を取り
つつ、さらに発展させたい。 
タグ付けコーパスの方法論とともに作成

支援のプログラム、作成手順、利用するため



のプログラムをパッケージとして公開した
い。 
 
② 東大調査の調査票と録音の電子化が完
了した。こちらも公開方法を検討中である。 
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